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近い化学種同志の分離は，錯化剤の添加などによっているのが現状である O 本研究では，交流の第 2高
調波の450位相成分及び00位相成分を用いて，Cd( ll)が， 50倍共存する中のIn(ill)(還元電位差45mV)

















さらにCd(ll)，Co(ll)， Cu(ll)， Mn(ll)， Ni(ll)， Pb(lI)， Zn(ll)および:In(ill)の水和イオンにつ
いて電極還元反応の可逆度と二次微分電流ー電位曲線の位相角の関係を解析し，これらのイオンの信号
を分離する方法を確立した。
このように小川信明君は位相弁別二次微分ボルタンメトリーによって未解決の無機イオンの電極反応
機構を明らかにし，また新しい電気分析化学の方法論を提案しており，理学博士の学位論文として十分
価値あるものと認めるO
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